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令和４年度富山市安全で安心なまちづくり推進協議会 議事録（会議概要） 

 

 

１．日 時  令和４年１０月１９日（水） 

午後２時から午後２時５０分まで 

 

２．場 所  富山市役所東館８階 ８０２会議室 

 

３．出席者 

会 長 兜山 邦宏 （富山市自治振興連絡協議会 副会長） 

副会長 岩瀬 由明 （富山北部防犯協会 事務局長） 

委 員 大西 貞夫 （富山市身体障害者福祉協議会 会長） 

吉川 満博 （富山市ＰＴＡ連絡協議会 会長） 

佐藤 文香 （富山国際大学 学生） 

辻澤 亮子 （富山市認定こども園協議会 副会長） 

今川 清司  （富山商工会議所 産業振興部長） 

武部 賢昭   (富山県商工会連合会 事務局長) 

土田 泰美 （富山市小学校長会 鵜坂小学校長） 

岩田 克則 （富山市中学校長会 岩瀬中学校長） 

小林 由美子（富山南防犯協会 事務局長） 

堀  義昭 （富山中央警察署 生活安全課長） 

 

事務局 中村防災危機管理部長、渡辺防災危機管理部次長 

生活安全交通課 小善参事(課長)、西野主幹、坂田主幹(課長代理)、 

杉林係長 

 

４．内 容  ①開  会   

②あいさつ  中村防災危機管理部長 

       ③報  告  令和４年上半期の犯罪発生状況について  

④議  事  富山市安全で安心なまちづくり推進条例に基づく 

             令和４年度の取り組みについて 

      ⑤閉  会 

 

 

 

 

 

 



 2 / 5 

 

 

５．審議概要 

 

事務局 令和 4年上半期の犯罪発生状況について、事務局から説明。 

議長 上半期の犯罪発生状況につきまして、ご質問はございませんか。 

委員 令和 4 年上半期の声かけ、つきまとい事案について富山市のデータは

ありませんか 

事務局 今後、調査して回答いたしたいと思います。 

事務局 富山市安全で安心なまちづくり推進条例に基づく令和４年度の取り組

みについて説明。 

委員 一つはお願いです。 

自主防犯活動に要する経費の補助でございますが、今後も継続するよ

う、よろしくお願いいたします。 

自主防犯団体の皆さんは、自分たちの地域は自分たちで守るという強

い気持ちを持っており、防犯ベストなどを着て、人がたくさん集まる場

所で見せる防犯活動を行うことは、犯罪抑止のためだけではなく、地域

の活性化にも繋がると私は思っております。 

ですが、地域で防犯キャンペーンを行うときの配布物も少しずつ値上

がりしまして、自主防犯団体が継続して活動させるために補助金の継続

をお願いします。 

次に質問です。 

資料２に４無施錠被害の防止対策（1）キャンペーンの実施について 

どのような取り組みをしておられますか。 

また、テレビ・ラジオにてテロップやナレーションを通じて、カギか

けを呼びかけますとありますが、どのようにしておられるのか、併せて

ご質問します。 

事務局 

   

 

 

ご要望につきましては、今後とも自主防犯団体への支援をしてまいり

たいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

キャンペーンの実施については、毎年１０月の安全で安心なまちづく

り推進月間に合わせ、富山市では、無施錠被害を減らすため、無施錠被

害の現状やカギかけの必要性について広く啓発しております。 

今年度は１０月１４日に、富山駅高架下自転車駐車場で自転車利用者

へ自転車のカギかけを呼びかけるチラシやポケットティッシュを配布す

るキャンペーンを実施しております。 

１２月には、市内の大型ショッピングセンターにおいて、警察署や防

犯協会にも協力してもらい、自転車や自動車、住宅へのカギかけの徹底

を呼びかけるキャンペーンを実施する予定です。 

また、市広報、ホームページを通じまして、自転車の盗難や車上ねら
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い、住宅対象侵入盗の被害に遭わないため、防犯対策の周知に取り組ん

でいるところであります。 

一方、市が設置した自転車駐輪場には、自転車盗難被害の減少を図る

ために、自転車へのカギかけの徹底を啓発するプレートを掲示してあり、

利用者の防犯意識の向上に取り組んでおります。 

さらに、高校生の自転車盗難被害の減少を図るために、市長メッセー

ジとしまして、市内の高等学校長に、生徒に対する自転車盗難被害の未

然防止に向けた指導の強化をお願いしております。 

もう一つ、マスコミには、今月のキャンペーンに合わせ、北日本放送

や富山テレビ放送、チューリップテレビ、ＮＨＫ富山放送局、ケーブル

テレビ富山、上婦負ケーブルテレビ、北日本放送ラジオ、富山エフエム

放送、富山シティエフエムの方で、１０月３日以降に順次放送しており

ます。 

委員 資料２の 1 ページにあります、町内会等が設置する防犯カメラ整備の

支援について、業者の選定は、全部町内会や自治振興会で行ってからの

話でしょうか。 

ここについて、もう少し説明いただけないでしょうか。 

事務局 防犯カメラの設置につきましては、今ほど、委員さんの方からおっし

ゃられましたとおり、全部町内会・自治振興会の方で業者さんをお決め

になっておられます。 

生活安全交通課に相談があった場合には、県警レンタルの防犯カメラ

についてもご紹介しております。 

こちらですと、まず４ヶ月の試し期間みたいなものでリースしていた

だき、そのあと継続設置するか、撤去するかを決めていただきます。 

継続設置する場合は、そちらの方に対しまして補助をしております。 

委員 自主防犯団体は、全部で何団体あるのでしょうか。 

これまで、この団体の約 7％が解散していますが、この団体は、どの

程度活動しているのか、活発に活動しているのかお伺いします。 

市の中心部と旧町村部については、防犯に対する取組とか、いろいろ

違いもあるかと思いますので、その状況を説明していただければと思い

ます。 

事務局 現在の自主防犯組織数ですが、旧の富山市には１３３団体、大沢野町

が４団体、大山町が７団体、八尾町が１２団体、婦中町域が８団体、山

田村が１団体、細入村が１団体となっております。 

組織単位では、自治振興会が７０団体、連合町内会が７０団体、町内

会が２３団体、民間団体が３団体となっております。 

警察署管内で言いますと、中央署管内が７４団体、南署管内が４０団

体、西署管内が５２団体となっておりまして、これらの地域では開始年
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度からずっと防犯活動が行われており、ほぼすべての団体で、毎年補助

金の交付申請が行われています。 

議長 ということは、説明のあった地域には全部防犯団体があり、ずっと活

動していると考えていいわけですね。 

事務局 はい、そうなります。 

議長 議事は以上になります。 

安全で安心なまちづくりをしていく上で、他にご意見等ございました

ら、お願いします。 

今の説明は資料２で令和４年度の取り組みですが、この説明以外のと

ころで、何かありませんか。 

中学校はいかがでしょうか。 

委員 中学校の方ですが、やはり以前に比べると事件の方は大幅に減少して

いるような手応えがあります。 

ここにはないのですが、ネット等に関わる違う意味での犯罪やトラブ

ルというのがあり、なかなかこの安心安全というふうなことでいうと、 

見えづらくなっています。 

こうした部分で複雑化しているのが、最近の中学校として懸念される

ところです。 

議長 小学校の方はどうですか。 

委員 そうですね、小学校の方も同じような傾向にあると思います。 

スマホの使用も低年齢化していますので、情報モラルに関する教育を

早い段階から学校教育の中に取り入れないといけないと感じています。 

議長 ありがとうございました。 

それでは、私の個人的なというか、私の住んでいる地域であった事例

について、ご紹介させていただきます。 

資料２の２ページの「ふるさとみまもり事業への支援」には、②防犯

や防災、道路、河川、公園等のパトロールを行うとともに、危険箇所等

の情報を地区センター等と連携し、連絡・交換するとあります。 

国道４１５号線沿いに、周囲が大人の背丈程の木で囲まれた公園があ

り、私たちもいつも通っており、私も全然気がつきませんでしたが、こ

のパトロール員から、「そこに賊が潜んでいても、死角になって見えない。

ぜひ木の高さを低くされたら」とのアドバイスがあってから、すぐに公

園の周りの木が、高さ 1メーターまで刈られていました。 

全部切られた木もあり、明らかに公園中、大人や背の高い子供でも見

通せるようになり、危険があれば直ぐに避難できるようになりました。 

富山市の連携、公園緑地課との連携がうまく行ったこともあり、本当

にすぐにやってもらいました。 

公園自体も良くなり、地域の人も喜んでいます。 
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やっぱり視点が違うのですね。 

いつもそこにいる住民の人たちは何気なく見ているのだけど、パトロ

ールされている人の視点でみると危険が潜んでいるという事例を紹介

させていただきました。 

他に何かございませんか。 

ないようでございますので、本日は色々とご意見いただきありがとう

ございました。 

これからも委員全員で、富山市が実施する犯罪のない安全で安心なま

ちづくり実現に向けての施策を見守りながら、必要な意見について事務

局に伝えていきたいと考えています。 

委員の皆さまにおかれましては、何かご意見などがあれば遠慮なく、

事務局に伝えていただければと思います。 

以上をもって、議事を終了いたします。 

 


